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は、虐ଶからฯ護され、施અや家ఋでਫ਼活された経験のある๏々が、ごຌਕのෝ୴
を可な限り軽減したでਈదケアをणけることができるऀ会のࣰ現を指していま
す。 
 私たちはまず、施અや家ఋでਫ਼活された経験のある๏々がこれまでにणけてきた
ਈదケアの現য়・課ୌや事ंのक観దニーズをらかにするචགྷがあると考え、સ国
の施અや家ఋでਫ਼活されている๏、またはਫ਼活された経験のある๏をଲেに、アン
ケート査をࣰ施いたしました。 
 
１．ద 
 સ国のࣉಒ護施અまたは家ఋ・ファミリーホームでਫ਼活している๏、またはਫ਼活
した経験のある๏がこれまでにणけたਈదケアの現য়・課ୌや事ंのक観దニーズを
握するため。  
 
２．査概གྷ 
ᾉ査ଲ象 
ಒ護施અまたは家ఋ・ファミリーホームでਫ਼活している๏、またはਫ਼活した経ࣉ 
験のある๏ 
 
ᾊ査๏๑ 
 査ଲেं（ࣉಒ護施અまたは家ఋ・ファミリーホームでਫ਼活している๏、また
はਫ਼活した経験のある๏）に向けて、SNSで回を呼びかけました。査はウェブサイ
ト（スマートフォンଲ応）で回をणけけました。ଲেंへ࿊ཙ可な合は、Webサ
イトのURLをఽえ、回を依བしました。 
 
ᾋ実施時期 
 査は、2020೧ 7月 22ೖから 2020೧ 8月 31ೖまでࣰ施しました。 
 
ᾌ回਼ 
 回਼は 121でした。そのうち、॑回をঈく༙効回਼は 116でした。 



３．査結果 
ᾉ回ंの೧ྺ（回࣎） 
回ंの回࣎の೧ྺで最もଡかったのは「20歳～24歳」で、57ਕ(50.4%)でした。
「25歳~29歳」が 21ਕ(18.6%)、「18歳~19歳」が 16ਕ(14.2%)とକき、29歳までの
回ंがસରの 8割以をઐめました。回ंの最高೧ྺは 53歳でした。回ंのฑ均
೧ྺは 25.7歳でした。 
 
図න 1 回時೧ྺ 

 

 
ᾊਫ਼活していた施અ、親家ఋの所在ஏ 
 最ଡは౨京の 23ਕ(19.8%)でした。࣏いでਈઔ県 18ਕ(15.5%)、京ැ 11ਕ
(9.5%)となり、位 3ැ県でસରの 4割をえました(44.8％)。回ंがਫ਼活していた
施અ・家ఋは 28ಕැ県に及びました。 
 
図න 2 ਫ਼活していた施અ・親家ఋの所在ஏ 
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ᾋ施અ・親家ఋに在していた೧਼、在時の೧ྺ 
 回ंのฑ均在೧਼は、およそ 8.5೧でした1。また回ंが在していた೧ྺは 15
歳が 85ਕ(73.2%)と最もଡく、17歳が 83ਕ(71.5%)、16歳が 82ਕ(70.6%)とକきまし
た。回ंは、ർ較ద高೧ྺのときに施અや家ఋでਫ਼活していた傾向があることが
わかりました。 
 
図න 3 施અ・親家ఋに在していた時の೧ྺ 

 
 
ᾌ心ཀྵ士・カウンセラーへのアクセスの可൳ 
 施અや家ఋにৼཀྵ士やカウンセラーがいた、またはࣉಒ૮ॶৼཀྵ৮の関係機
関のカウンセラーのもとへ௪っていたと回した๏は 89໌(76.7%)で、回ंの 4ਕに 3
ਕは、ৼཀྵ士やカウンセラーとの関わりを࣍つことのできる環境であったことがわかりま
した。「いなかった」と回された๏は 20໌(17.2%)、「わからない」と回された๏は
7໌(6.0%)でした。回ंのうち 2割以は、ৼཀྵ士やカウンセラーとの関わりを࣍つこ
とができないয়況であったことがわかりました。 
 
図න 4 心ཀྵ士・カウンセラーへのアクセス可൳ 

 

 
1 回しやすさを考ྂして೧ୱ位の回としたため、誤差のきいઅです。ྭえば「�歳から 1�歳」
という回は、「�歳 0か月～1�歳 11か月(�೧ 11か月間)」から、「�歳 11か月～1�歳 0か月(�೧ 1か
月間)」まで、施અや家ఋでਫ਼活されていたࣰ際の期間にがある可があります。 
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ᾍ神దケアを受けた経験の༙ໃ 
 施અや家ఋでトラウマྏ࣑やカウンセリングなどのਈదケアをणけた経験が
「ある」と回した๏は 43໌(37.1%)でした。 
 
図න 5 神దケアを受けた経験の༙ໃ 

 
 
ᾎ（ᾍで「ある」と回した๏）神దケアのළౕ 
 施અや家ఋでトラウマྏ࣑やカウンセリングなどのਈదケアをणけた経験が
「ある」と回された๏にそのළౕをਚねたところ、「月 1回」と回された๏が 11໌
(24.4%)で最もଡく、࣏いで「ु 1回」と回された๏が 10໌(22.2%)でした。నなタ
イミングでਈదケアをणけられた๏もいれば、そうでない๏もいらっしゃいました。 
 
図න 6 神దケアのළౕ 

 
 
ᾏ（ᾍで「ある」と回した๏）神దケアへの価 
 施અや家ఋでトラウマྏ࣑やカウンセリングなどのਈదケアをणけた経験が
「ある」と回された๏にその価をਚねたところ、肯ఈదな価が 18ਕ(46.2%)、൳ఈ
దな価が 12ਕ(30.1%)、ཱིద・ྈ義దな価が 9ਕ(23.1%)でした。 
 
図න 7 神దケアにଲする価 

 

43 72 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ｎ= 116

ある ない ໃ回

1 12 17 4 5 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ｎ= 46

週2以上 週1以上週2າຮ 月1以上週1າຮ ೧1以上月1າຮ චགྷに応じて そのଠ

18 12 9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ｎ= 39

肯ఈద ൳ఈద ཱིద・ྈ義ద



施અや親家ఋで受けた神దケアにଲする価（自༟記述より一෨ൊ粋） 

肯
ఈ
ద
な

価 

・カウンセラーの๏が༑しくしてくれたり、フラッシュバックが起きそうになった
には࣎ 1ౕஇしたり、「？」などとをかけてくださったのですごく 
ྒྷかった。 
・࣎の気࣍ちをして、肯ఈしてもらえたのはྒྷい経験。 
・ཚちき๏を教えてもらった。 
・ྒྷかったと思います。ৼが穏やかになりました。 
・ଡ༹な考え๏ができるようになった。ঙしだけ気が楽になった。 
・最ॵはਕとすのも嫌でしたが、णけられてよかったと思います。 

൳
ఈ
ద
な

価 

・「それはかったね」の賛ಋだけはかった。ただのಋのように思えた。 
 ಒ護施અのカウンセリングは、ਫ਼が合わなかったのか、逆にストレスࣉ・
だったし、強だったからきつかった。やめさせてもらえなかった。 
・そもそも৶བがかれてないでのカウンセリングだったので、快にしか感じ
ていなかった。 
・カウンセリングはあったけど、虐ଶの事ࣰはࣉ૮にも施અにも言えてなかった。 


ཱི
ద
・
ྈ
義
ద
な

価 

・カウンセリングのगඁ義ແのおかげでોにࣙの気࣍ちを言えたが、逆に言う  
 と施અの৮員と࿊携がとれなかったので、ຌの気࣍ちに৮員が気づいてくれな 
かった。 
 。なので苦しいしからないが、恐ろしさを言ཁにするにはできたྏ࣑・
༰ঙ࣎にྏ࣑してえれば、ෝ୴が軽減されたのではなかったか。 
・ೖ々のਫ਼活に௧われ過去を見つめる機会が༫えられない、たった 1ਕ向き 
合ってくれた৮員には感ःしている。今考えれば、ຌに一ॻになんとかしよう 
とৼを砕いてくださったと思う。しかし、施અにଲしてはもっとఈ期ద・継କద 
にケアしてほしかったと思う。 

 
  



ᾐ施અや家ఋでのਈదケアにଲするニーズ 
 施અや家ఋでのトラウマྏ࣑やカウンセリングなどのਈదケアにଲするニーズ
をਚねたところ、「णけたかった」と回された๏は 39໌(33.6%)で最もଡく、࣏いで
「ࣙにはචགྷなかったがචགྷなਕもいたと思う」と回された๏は 37໌(31.9%)でし
た。 
 
図න 8 施અや親家ఋでの神దケアにଲするニーズ 

 

 
ᾑ神దケアを受ける検౾の༙ໃ（施અ・親家ఋをれた後） 
 施અ・家ఋをれた後、トラウマྏ࣑やカウンセリングなどのਈదケアをणけ
る検౾の༙ໃをਚねたところ、「ある」と回した๏は 47໌(40.5%)でした。回ंસର
のおよそ 4割の๏が、虐ଶのケアを検౾したことがあることがわかりました。 
 
図න 9 神దなケアを受ける検౾の༙ໃ（施અ・親家ఋをれた後） 
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ᾒ現在、虐ଶの後遺症としてਫ਼きづらさを感じていること 
 現在、虐ଶの後遺としてਫ਼きづらさを感じていると回された๏は 76໌(65.5%)で、
回ंસରの 6割以の๏が、虐ଶを原因とするਫ਼きづらさを感じていることがわかりま
した。ࣙ༟記फ़の回を、五つのझྪにけてཀྵしました。 
 
図න 10 現在の虐ଶによる後遺症の༙ໃ 

 
 
現在自覚されている虐ଶによる後遺症（自༟記述より一෨ൊ粋） 

・言、ྙにൕ応してフラッシュバックが起こること。 
・༨๏࣎などの家ଔ࿊れがଡく街にड़ิく࣎間に外をิくと、その光景にྨが 
止まらなくなる事がある。このように、࣎ࣙの意にൕして、過去の感が急激に 
ླྀれ込んできて、ࣙを支ഓしてしまう感覚にऽわれる。 
・ಝに৺る࣎にフラッシュバックしてしまい৺られない。 

・きいとかౘ໒りซいたらシャットアウトをして、ਕのをซけなくなる。 
・ࣙに危害を༫えられないかと、ਕの顔৯を伺ってしまう。 
・ハンガーやベルトでୡかれた経験があるため、見るౕに虐ଶをणけていた頃が思い 
ड़される。 
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４．結果のまとめ 
今回のアンケート査では、รありがたいことに、施અや家ఋでਫ਼活された経

験のある๏や現在施અや家ఋでਫ਼活されている 116໌もの๏々から回を寄せてい
ただきました。 
今回の査では、施અや家ఋでणけてきたਈదケアにଲする経験ंのིな

価をಚることができました。回ंの 8割近くがৼཀྵ士・カウンセラーへのアクセスが可
であり、ࣙਐがणけたਈదケアにଲしては、肯ఈదな価が 46.2％、൳ఈదな価が
30.1％でした。ਈదケアによってཚちきや安らぎを感じ、過去のඅ害経験のणけ止
め、ࣙ己イメージやଠंへの৶བ感の回の効果を感じた๏がいらっしゃいました。一
๏で、ਈదケアを一ཱに供すればちに事ंのニーズがैଏされるわけではなく、
ケア供ंとの৶བ関係、タイミングやළౕ、कରదなમの機会がฯ্されることが॑
གྷであることもわかりました。 
また、施અや家ఋをれたあとにしている困ೋについてもらかになりまし

た。施અや家ఋをれたあとも、虐ଶの後遺によってਫ਼きづらさを感じている回
ंがસରの 6割以でした。回ंは、PTSDなどのトラウマൕ応、安やཊうつ、ಝ
ఈのয়況にଲする恐ෑ感などのਫ਼きづらさを感じていることがわかりました。また、およ
そ 4割の๏が、「ਈదケアをणけることを検౾したことがある」と回しており、ਈ
దケアのニーズがඉに高いことがわかりました。 
 
５．おわりに 
今回のアンケート査で貴॑なを寄せてくださった皆༹に、感ःをਅしげます。ま

た、アンケートのੵに際しては、ಘీ夏子༹やঘᖔいぶき༹をはじめ、ଡくの๏々から
ごঁ言をきました。॑ねて感ःをਅしげます。今後は、ऀ会ద護の経験ंと家
によるଲと議の機会をઅけ、今回のアンケート査の結果をもとに、ැにଲする
策言を具ର化して参ります。ญせて、2020೧ 7月からࣰ施しているॼ໌活ಊを 2021೧
4月までࣰ施し、虐ଶによる後遺へのਈదケアの拡ैの॑གྷを広くえ、一ਕでも
ଡくの๏々にごཀྵ解・ご賛ಋいただけるようྙして参ります。今後ともご協ྙのほどよ
ろしくお願いਅしげます。 
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େන：山ຌ昌子 info.mc4fc@gmail.com 


